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高脂肪食飼育ラットの脂質代謝におよぼすユッカサポニンの影響

○辻原命子　　谷　由美子
　(名古屋女大)

食　　物

　目的　サポニンは糖とステロイドまたはトリテルペノイドからなる配糖体で、アルファ
ルファサポニン、人参サポニン、エンバクサポニンなどについて腸管における脂質の吸収
″゛／　ｊ　／-¶’－－Ｓ／●Ｓｒ〃　｀　　’・　　－　・タ　●阻害および排泄促進作用などの報告がみられる。私たちはアメリカインデアンが古来より

食用や薬用に使用してきたユッカより抽出した立ッカサポニンの脂質代謝への影響を、高

脂肪高コレステロール食で飼育したラットを用いて検討した。

　方法　８週齢listar系雄ラット18匹を用い、対照群、サポニン添加群およびpair-fed群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--　--a --　aA　φ　　sφ八八　I.｡･s-　岬　/J●44　vへ｡･6Q●゛｀゛=ﾐ"゛'‾fl-ﾐｰ-ﾐ　ｰ　--ﾐ〃ﾐｰﾐ｢､¶　ｙ　７の３群に分け各６匹ずつとし、コーンスターチ51.75､カゼイン20、ラード20、セルロース

2、ミネラル混合4､ビタミン混合1､コレステロール1､コール酸Na 0.25の配合割合の高脂肪

食を投与し５週間飼育した。飼育３週より２週間はサポニン1％添加し、最後の１週間は

５～2％まで添加量を漸次減少させた。飼育終了後、一夜絶食し解剖・採血して血清コレ

ステロール(T-ChO1･DAOS法. HDL-chol･ﾍﾊﾟ)ﾝｰlin給沈M)、中性脂肪(TG･酵IS)、TBA値、NEFA、

3－ヒドロキシ酪酸、肝総脂質(TL)、Choi、TBA値および脂肪組織のリポ蛋白リパーゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　・■ａ　－(LPL)活性および糞中コレステロール排泄率を測定した。
　結果　サポニン群は平均飼料摂取量および体重増加率が対照群に比べて低下し、体脂肪
率は対照群、pair-fed群より有意に減少した。血清TGおよびTBA値は対照群に比べて有意
に低下した。 NEFAと3－ヒドロキシ酪酸は各群間に差が認められなかった。肝臓のTL､Choi、
TGは対照群、pair-fed群に比べて有意に減少し、サポニンによる脂肪肝の改善効果が認め
られた。　TBA値はサポニン群が最も高値を示した。また脂肪組織のLPL活性は血清TGが低
下したサポニン群で増加の傾向を示し、糞中コレステロール排泄率も有意に増加した。
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卜の脂質代謝におよぼすカルニチンおよびフォルスコリンの影響

辻原命子

　目的　前回の実験で私たちは高脂肪食飼育ラットにカルニチンおよびフォルスコリンを
経口投与し、さらに運動を負荷することにより脂質代謝を改善することが示唆されたため
今回は、高糖質食飼育ラットにカルニチンまたはカルニチンとフォルスコリンを同時に経
口投与し、運動を負荷した場合の脂質代謝への影響をしらべた。
　方法　８週齢listar系雄ラット30匹を用い、非運動群（対照区、カルニチン区、カルニ
チッ・フォルスコリン区）、運動群（対照区、カルニチン区）に分け各６匹ずつとし、コ
ーツスターチ71、カゼイン15、大豆油7､セルロース2､ミネラル混合4､ビタミン混合1の配
合割合の高糖質食を４週間投与し、後半２週間にカルニチン（lOOmg/匹/B）、フォルスコリ
ッ（lOig/匹/B）を添加した。運動は回転車付き運動ゲージで自由運動を負荷し、飼育終了
後一夜絶食し、解剖・採血し血清、肝臓の脂質成分および脂肪組織のリポ蛋白リパーゼ

　(LPL）活性を測定した。
　結果　非運動群ではカルニチン区は、対照区に比べて平均飼料摂取量、体重増加率およ
び体脂肪率が低下し､LPL活性は上昇傾向を示して血清、肝臓TGは低下した。またNEFAと3－
ヒドロキシ酪酸は上昇した。カルニチン・フォルスコリン区は対照区およびカルニチン区
に比べて平均飼料摂取量、体重増加率、体脂肪率、肝臓総脂質、TGが低下し、血清および
肝臓コレステロール､LPL活性は上昇した。運動群ではカルニチン区は対照区に比べて平均
飼料摂取量、体重増加率は差がなかったが、体脂肪率は上昇した。肝臓総脂質は低下傾向
がみられたが、TGは血清、肝臓とも運動・対照区で著しく低下したためカルニチン投与で
それ以上の低下はみられず、血清TGはむしろ上昇した。
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